












緒言 

先天異常の発生数を時間的に追跡して行くと発生数にゆらぎが見られる。先天異常モニタ

リングの基本の一つとして,このゆらぎを統計的に監視する重要性がある。ところが先天異

常の特徴として，個々の異常の発生頻度(P)は低く(1/1,000 以下),対象集団の大きさ(N)は

大変大きいことが指摘されるが,これを統計的に表現すると,「発生数の分布は平均 m=NP

のポアソン分布に従う」といえる。そこで,このポアソン分布の性質を用いた先天異常発生

数の統計的監視方法として,Z法,累積和法,逐次検定法を開発し,昭和52年4月より日本全

国で施行されている先天性代謝異常の月別発生数に適用し,検討したのでその結果につい

て報告する。 


